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１ 趣旨 

  所沢市議会は、平成２１年３月の議会基本条例施行以後、さまざまな取り組みを実施し

てきた。 

その中で、毎年度、透明で市民の負託に応えられる議会の実現及び議会運営の活性化を

図るとともに、説明責任を果たすため、所沢市議会が実施する事業及び議会改革について、

基本条例に基づき所沢市議会議会評価を行ってきた。 

平成２５年４月１日からは、さらに実効性を高めるために所沢市議会議会評価の実施に

関し必要な事項を定めた所沢市議会議会評価実施要綱を制定した。 

本報告書は、議会運営委員長及び広聴広報委員長がそれぞれ下記の期間において所管し

た事業等について自己評価を行いその結果を取りまとめたもので、今後の取り組みに活か

し、更なる改善を図っていくものとする。 

 

 

２ 評価対象期間 

  平成２５年６月から平成２６年５月までの期間 

 

 

３ 評価対象事業等 

(１)◆議会運営委員会所管 

｢予算特別委員会の実施｣ 

｢一般質問仮通告の実施｣ 

｢タブレット端末の活用｣ 

｢政策形成サイクルの体制整備｣ 

｢議会改革に関する視察受入れ｣ 

 

◆広聴広報委員会所管 

｢市議会だより作成・配布｣ 

｢インターネット中継｣ 

｢議会ポスター｣ 

｢ケーブルテレビによる議会日程テロップ告知放送｣ 

｢所沢市議会ＳＮＳ（ｿｰｼｬﾙ･ﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸﾞ･ｻｰﾋﾞｽ）｣ 

 

(２)所沢市議会基本条例に規定する項目に対する評価（達成度及び方向性） 

 

 

４ 評価結果 

  別紙のとおり 



 

様式第１号 

議会事業評価表 

事 業 名 予算特別委員会の実施 

評   価 ３ 

１拡充  ２継続  ３改善  ４縮小 

５終了  ６休止  ７廃止 

【評価説明】 

 根拠例規：議会基本条例第２条 

      委員会条例第６条 

 

１．背景・経過  

本市議会において、これまで予算の審査にあたっては、４つの常任委員会に分割付

託しているが、予算審査の充実を図るとともに、分割付託を解消するという観点から

予算委員会の設置について、平成２４年度から、先進地視察を行うなど、議会運営委

員会で協議をしてきた。 

平成２５年度は、課題とされていた ①会期日程の調整、②一般質問のあり方など 

協議を重ねた結果、試行的に平成２６年第１回定例会（３月議会）において、平成 

２６年度当初予算を審査する予算特別委員会を設置することが了承された。 

  

２．審査の概要 

   予算特別委員会は、議長を除く全議員（３５名）が委員となり、委員会に４つの

分科会（総務・教育福祉・市民環境・建設水道）を設け、当初予算の審査にあたっ

ては、これまでの日程に、委員会審査について２日間、４つの分科会審査について

は２日間の合計４日間の日程を加え、審査の充実に努めた。 

 

３．実施後の検証 

   議会運営委員会では、この度の予算特別委員会における審査を踏まえ、予算特別

委員会の検証を行っている。 

 

４．今後の方向性と評価 

   今後は、３の検証結果を踏まえ、より充実した予算審査が行えるよう、工夫改善

を行うとともに、審査対象を含め、さらに良い予算特別委員会を目指す。 

評価については、３の改善とする。 

 

委 員 長 名 議会運営委員長  杉 田 忠 彦 

評価日：平成２６年５月３０日 



 

 

様式第１号 

議会事業評価表 

事 業 名 一般質問仮通告の実施 

評   価 ２ 

１拡充  ２継続  ３改善  ４縮小 

５終了  ６休止  ７廃止 

【評価説明】 

 根拠例規：議会基本条例第９条、議会会議規則第６１条 

１．背景・経過 

   一般質問の通告は、定例会開会日の概ね１週間前に開催される議会運営委員会にお

いて行われているが、これは、一般質問を実施するという意思表示であり、質問項目

や要旨が記載された一般質問通告書の提出は、本会議開会後の議案調査日の正午が期

限となっている。 

   本会議においては、一般質問を行う議員が毎定例会２５名～３０名と多く、また、

質問日の前々日までにヒアリングを済ませることとなっており、答弁書の提出が質問

日前日になるなど、この時期の担当職員の一般質問に係わる負担が大きくなってい

た。こうしたことの解消、並びに時間外・休日勤務の削減の観点から、他の自治体で

の取組なども参考に、議会運営委員会における協議の結果、一般質問の仮通告を平成

２５年第３回定例会から実施することとなった。 

２．仮通告の概要・実績 

仮通告は、一律の取り扱いとはぜずに「できる規定」と位置づけて、一般質問本通

告は従来どおりとした。仮通告の通告期限については定例会開会日の概ね１週間前の

議会運営委員会開催日の午後５時までとした。事務局は、執行部に情報提供を行い、

執行部は速やかに仮通告を行った議員とヒアリングの調整をし、開会日までにヒアリ

ングを行った。 

 一般質問通告者数 うち仮通告者数 １ケ月あたりの職員時間外勤務 

削減率（対前年度比） 

平成２５年第３回定例会 ２７人 １９人 １９．３％ 削減 

平成２５年第４回定例会 ２９人 １８人 １４．３％ 削減 

平成２６年第１回定例会 ２１人 ７人 １３．６％ 削減 

３．今後の方向性及び評価 

   検証の結果、仮通告は執行部の時間外勤務時間削減に一定の効果があったため、今

後も実施していく。評価については、２の継続とする。 

委 員 長 名 議会運営委員長  杉 田 忠 彦 

評価日：平成２６年５月３０日 



 

 

様式第１号 

議会事業評価表 

事 業 名 タブレット端末の活用 

評   価 ２ 

１拡充  ２継続  ３改善  ４縮小 

５終了  ６休止  ７廃止 

【評価説明】 

 根拠例規：議会基本条例第１１条 

 

１．背景・経緯 

   平成２５年第３回定例会（９月）において、指定管理に関する議案の参考資料の

提供について、紙量が多く電子データでの資料提供ができないか、との提案が執行

部よりあった。 

   これを受け、議会運営委員会で協議をした結果、紙ベースでの資料と電子データ

での資料を議員がそれぞれ選択できることとした。その際、電子データの資料を議

場で閲覧するためには、タブレット端末の持ち込みを許可するべきとの提案があり、

協議の結果、参考資料閲覧のためタブレット端末の持ち込みを許可することを決め

た。また、タブレット端末の購入については、３万円未満であれば、政務活動費を

活用できることを決めた。 

 

２．実績 

平成２５年９月議会の選択状況 

   電子データ提供 ２１人   紙ベース提供 １５人 

  平成２５年１２議会の選択状況 

   電子データ提供 １５人   紙ベース提供 ２１人 

 

３．今後の方向性及び評価 

今後は、参考資料のみではなくタブレット端末の持ち込みを許可するべきとの提案

もあり、今後議会運営委員会で協議を続けることとする。 

評価については、２の継続とする。  

 

委 員 長 名 議会運営委員長  杉 田 忠 彦 

評価日：平成２６年５月３０日 



 

様式第１号 

議会事業評価表 

事 業 名 政策形成サイクルの体制整備 

評   価 ５ 

１拡充  ２継続  ３改善  ４縮小 

５終了  ６休止  ７廃止 

【評価説明】 

 根拠例規：議会基本条例第３条第２号及び第３号並びに第 1１条、第１３条 

      所沢市議会政策討論会設置要綱 

 

１．背景・経緯 

   市議会に寄せられる意見・要望等については、広聴広報委員会において処理フロ

ーが示されているが、議会としても、様々な情報をもとに、議会基本条例の前文で

示したとおり、市政の論点を明らかにして、政策立案や提言を積極的に行っていか

なければならない。 

   現在、議会報告会とは別に、平成２４年２月から年１回、議会として共通認識を

醸成するため、議員相互で意見交換を行う政策討論会を開催している。 

政策討論会では、その共通認識を醸成した後、どのように政策立案や提言に結び付

けていくのかが課題となっている。 

    

２．現状 

   政策討論会を３回開催したが、その討論会で醸成した共通認識について、その後

政策立案や提言に結びついていない。 

日 付 場 所 参加人数 出席議員数 討論テーマ 

平成 2４年 2 月 4 日 市役所全員協議会室 １３８人 １２人 これからのまちづくりを考える 

平成 2５年 2 月９日 市役所全員協議会室 ５９人 ８人 地域福祉を考える 

平成 2６年２月１日 新所沢まちづくりセンター ５６人 ９人 所沢市における交通施策 

 

３．今後の方向性及び評価 

   今後は「所沢市議会における政策形成サイクルフロー」により政策立案や提言へ

つなげていく体制整備が作られたため、評価については、５の終了とする。 

委 員 長 名 議会運営委員長  杉 田 忠 彦 

評価日：平成２６年５月３０日 

 



 

様式第１号 

議会事業評価表 

事 業 名 議会改革に関する視察受入れ 

評   価 ２ 

１拡充  ２継続  ３改善  ４縮小 

５終了  ６休止  ７廃止 

【評価説明】 

 根拠例規：議会基本条例第１７条 

 

１．現状 

   平成２１年３月に、議会基本条例を制定し、毎年議会改革に取り組んできた。こ

うした本市議会における議会運営や議会改革の取組に対し、他の自治体からの視察

を受け入れている。 

   視察受入れにあたっては、議会運営委員長を中心に、視察項目に精通した議員が

対応をしている。 

  

２．実績  

年  度 視察自治体数 受入人数 応対議員数 

平成２１年度 ３３自治体 ３２４人 ５８人 

平成２２年度 ４５自治体 ４８５人 ８９人 

平成２３年度 ３３自治体 ２６８人 ６５人 

平成２４年度 ４３自治体 ４４６人 ６２人 

平成２５年度 ３６自治体 ３７５人 ７６人 

合  計 １９０自治体 １，８９８人 ３５０人 

 

３．今後の方向性及び評価 

   今後においても、議会改革を進めるとともに本市議会の取組を積極的に周知する

などして視察受入れ件数の増加を図ることを目指す。 

評価については、２の継続とする。 

委 員 長 名 議会運営委員長  杉 田 忠 彦 

評価日：平成２６年５月３０日 

 



様式第１号 

議会事業評価表 

事 業 名 市議会だより作成・配布 

評   価 ２ 
１拡充  ２継続  ３改善  ４縮小 

５終了  ６休止  ７廃止 

 

【評価説明】 

（目的） 

 議会の活動を多くの市民に対して、わかりやすくお知らせする。 

 

（内容） 

 年 4 回の定例会後、議案の概要や、一般質問、意見書など議会の活動を記した広報紙

を各 125,000 部作成して新聞折込や郵送等により配布している。 

 

（成果） 

 インターネットが普及した現在でも、傍聴者アンケート結果等によると議会情報の取

得源として多数の人が「市議会だより」を挙げており、議会広報に欠かせないツールと

なっている。 

外部講師を招き、議会広報の研修会を行ったことで、改めて広報に対する意識が高ま

った。 

 

（今後の方向性及び評価） 

 議会活動を積極的にＰＲするツールとして、今後も継続すべき事業であり、研修の成

果を活かし、市民に読まれ、親しまれ、役に立つ広報活動をめざしていく。 

 新聞購読していない市民もいることから、ポスティングを含めた新たな配布方法の検

討が課題であると考える。 

 

（経費） 

平成 25 年度 

印刷製本費：9,776,000 円、新聞折込手数料：４,382,000 円、 

通信運搬費：32,000 円 

合計：14,190,000 円 

 

委 員 長 名 広聴広報委員長 末吉 美帄子 

評価日：平成２６年５月３０日 



様式第１号 

議会事業評価表 

事 業 名 インターネット中継 

評   価 1 
１拡充  ２継続  ３改善  ４縮小 

５終了  ６休止  ７廃止 

【評価説明】 

 

（目的） 

 情報技術の発達を踏まえ、多様な広報手段により議会中継を行うことにより、議会の

情報公開を進める。 

 

（内容） 

 平成 20 年第３回（９月）定例会から、本会議をライブ中継と録画中継でインターネ

ット配信している。 

 

（成果） 

 平成 25 年４月～26 年３月の平均アクセス数については以下の通り。 

ライブ 3,800 件／定例会、録画 2,200 件／月、合計 3,500 件／月 

都合により傍聴に来られない場合であっても、インターネット環境があれば家庭等で

本会議の状況を知ることができる。 

 

（今後の方向性及び評価） 

 情報技術の発達に適応した適切な事業であり、市民が自分の都合に合わせていつでも、

議会の内容を知ることができる、極めて有意義な事業である。 

 スマートフォンやタブレット端末でのインターネット利用率が高まっているため、今

後は、こうした端末でも閲覧できるよう検討が必要と考える。 

 また市民から要望が上がっている常任委員会や予算特別委員会の中継を行うこと等が

今後の課題となっている。 

 

（経費） 

 平成２５年度  中継委託料：1,159,000 円、機器借料：52,000 円、 

通信料：   184,000 円  合計：  1,３95,000 円 

 

委 員 長 名 広聴広報委員長 末吉 美帆子 

評価日：平成２６年５月３０日 



様式第１号 

議会事業評価表 

事 業 名 議会ポスター 

評   価 ２ 
１拡充  ２継続  ３改善  ４縮小 

５終了  ６休止  ７廃止 

 

【評価説明】 

（目的） 

 議会の開催日程を多くの市民にお知らせして、議会への関心を増進する。 
 

（内容） 

 年 4 回の定例会の前に、議会の日程を記した「議会ポスター」を各 200 部作成する。

その内、約 90 部を公共施設などに貼り、各議員には 3 部ずつ配付し、市内各所に貼り

出している。 

 平成 24 年度から市内の芸術総合高等学校の協力を得てポスターの写真を提供してい

ただいている。25 年度からポスターを横版から縦版へデザイン変更した。 
 

（成果） 

 ポスターを縦版に変更したことにより、掲示がしやすくなった。 

傍聴アンケートの結果からは、ポスターによる傍聴に至った件数（人数）が少ないが、

議会を周知する一つのツールとなっている。 

  

（今後の方向性及び評価） 

 芸術総合高等学校との連携は、他の事業における発展可能性もあることから、継続し

ていきたい。 

公共施設や駅への掲示等、多くの市民に見ていただける掲示方法の検討が必要である

と考える。 

 

（経費） 

平成２５年度  ポスター作成委託費：478,800 円 

（200 部×570 円×4 回×1.05） 
 

委 員 長 名 広聴広報委員長 末吉 美帆子 

評価日：平成２６年５月３０日 



様式第１号 

議会事業評価表 

事 業 名 ケーブルテレビによる議会日程テロップ告知放送 

評   価 ２ 
１拡充  ２継続  ３改善  ４縮小 

５終了  ６休止  ７廃止 

 

【評価説明】 

 

（目的） 

 多様な広報手段を用いて、市議会の日程を市民にお知らせする。 

 

（内容） 

 平成 21 年第 2 回（６月）定例会から行っている。現在は、定例会開会中の１週間、

市議会の日程をテロップ告知放送している。 

 

（成果） 

 テレビ地上波がデジタル化されるのに伴い、ケーブルテレビの加入者数が増加し、相

当数の市民が視聴していると推測できる。 

 

（今後の方向性及び評価） 

 平成 22 年度からは有償となっているが、費用対効果は高い事業であり、今後も継続

していくべき事業と評価する。 

 

（経費） 

平成 2５年度：21,000 円 

委 員 長 名 広聴広報委員長 末吉 美帆子 

評価日：平成２６年５月３０日 



様式第１号 

議会事業評価表 

事 業 名 所沢市議会ＳＮＳ（ｿｰｼｬﾙ･ﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸﾞ･ｻｰﾋﾞｽ） 

評   価 1 
１拡充  ２継続  ３改善  ４縮小 

５終了  ６休止  ７廃止 

【評価説明】 

（目的） 

 議会の活動を多くの市民に対して、迅速にお知らせする。 

 

（内容） 

 本会議の会期日程や、閉会中の委員会、その他の行事等について掲載している。より

多くの人に興味を持って見ていただけるよう、フェイスブックを開始する際にツイッタ

ーと連動させた。 

 また、26 年 2 月からグーグルカレンダーも開始した。 

 

（成果） 

 ツイッター：平成２５年３月から開始  

フォロワー数（平成 26 年５月末） 193 

（参考）平成 25 年 5 月末フォロワー数 42 

 フェイスブック：平成 26 年 1 月から開始 

       いいね！の数（平成 26 年５月末） 106 

          

（今後の方向性及び評価） 

 親しみやすく、また即時性を持つ発信ツールとしてソーシャル・ネットワーキング・

サービスの活用が始まった。ツイッター、フェイスブック、グーグルカレンダーともに

少しずつ支持が広がっている。 

 運用にあたっては、情報発信の内容、タイミング、責任の所在など運用に係るガイド

ラインの整備を他部署とも連携しながら、情報公開のツールとしてより充実させていく

べきと評価する。 

 

（経費） 

 なし 

 

委 員 長 名 広聴広報委員長 末吉 美帆子 

評価日：平成２６年５月３０日 



 

様式第 2 号 

            議会改革評価表   （平成２５年６月～２６年５月） 

１ 所沢市議会基本条例に規定する項目の評価 

№ 項 目 

議会基本条例

該当条文 

進捗状況又は実績 

評 価 

備 考 

達成度 方向性 

1 目的 第 1 条    
 

2 議会の役割 第 2 条    
 

3 

議会の活動原則 

（公正性・透明性・信頼性） 

（情報公開・説明責任） 

第 3 条 

議会事業評価の公表 ○ 継続 
 

常任委員会会議録の公開 ○ 改善 

予算特別委員会会議録につい

ても準じて公開。 

議員の賛否を公開 ○ 継続 
広報紙に掲載 

説明責任 ○ 継続 
政務活動費の積極公開 

ユニバーサルデザインの理念 ○ 継続 
傍聴席手摺り設置 

4 議員の活動原則 第 4 条    
 

5 会派 第 5 条    
 

6 

市民参加及び市民 

との連携 

第 6 条 

会議の原則公開 ○ 継続 
非公開・秘密会なし 

公聴会 × 継続 
 

参考人制度 ○ 継続 

特定事件｢歯科口腔保健の推

進について｣参考人を招致 

7 議会報告会 第 7 条 

4 回開催 

（11 月･5 月 各 2 回） 

○ 継続 
広聴広報委員会所管 

8 意見提案手続 第 8 条 

所沢市歯科口腔保健の推進に関

する条例（素案） 

 

○ 継続 

H26.2.3～14 実施 

意見提案 0 件 

9 

議員と市長等 

執行機関の関係 

第 9 条 

質疑･質問のあり方について

協議 

○ 継続 
 

一般質問仮通告の試行 ○ 継続 
 

10 閉会中の文書による質問 第 10 条 文書による質問 × 継続 
 

11 

議会審議における 

論点情報の形成 

第 11 条 予算･決算資料の改善 ○ 継続 
委員会審査資料の改善意見 

12 議員間の自由討議 第 12 条 予算特別委員会審査 ○ 継続 

 

 

13 政策討論会 第 13 条 

テーマ 

｢所沢市における交通政策｣ 
○ 拡充 

平成 2６年 2 月１日実施 

参加議員９人 

14 委員会の運営 第 14 条 

正副委員長連絡協議会を毎

定例会時に開催 

○ 継続 
視察報告のあり方を検討 

15 議会運営委員会 第 15 条 予算委員会に係る協議 ○ 改善 
 

16 政務活動費 第 16 条 
ホームページ上の公開を決定 ○ 

継続 

 

 

17 議員研修の充実強化 第 17 条 議員研修の実施 ○ 継続 

｢議会広報について｣ 

（広聴広報委員会研修会） 

18 議会事務局の充実 第 18 条 
1 名増 13 人に（H26.4.1） 

○ 拡充 
事務局職員定数 14 人 

19 予算の確保 第 19 条 議場音響映像設備更新予算計上 ○ 拡充 
 

20 議会図書室 第 20 条 図書の充実 ○ 改善 

広聴広報委員会所管 

21 議会広報の充実 第 21 条 
広報紙･HP等による公表の充実 

○ 継続 

22 専門的識見の活用 第 22 条 専門的識見の活用 × 継続 
実績なし 

23 附属機関の設置 第 23 条 
附属機関の設置 

× 継続 
設置なし 

24 議員の政治倫理 第 24 条 政治倫理条例等の遵守 ○ 継続 
 

25 議員定数 第 25 条 

来年 4 月の一般選挙におけ

る定数は 33 人 
○ 縮減 

 

26 議員報酬 第 26 条    
 

27 見直し手続 第 27 条   継続 

今期（第17期） 

平成23年7月27日実施 

 



 

 

２ 議会改革の取組状況 

開催議会 進捗状況及び実施事業 項 目 該当条文 

平成 25 年

6 月議会 

予算委員会設置に係る協議開始 議会運営委員会 第 15 条 

閉会中 

一般質問仮通告の試行の決定（９月・１２月・３月議会） 議員と市長等執行機関の関係 第 9 条 

議場音響映像設備更新事業実施の了承 予算の確保 第 19 条 

平成 25 年

9 月議会 

タブレット端末議場持込みの試行の決定（９月・12月議会） 政策説明資料の作成 第 11 条 

閉会中 議会報告会開催（平成25年11月16日・20日） 議会報告会 第 7 条 

平成 25 年

12 月議会 

予算委員会の名称・構成委員等・運営方法等の協議 議会運営委員会 第 15 条 

閉会中 

教育福祉常任委員会（特定事件）「歯科口腔保健の推進について」

における参考人招致（平成26年1月14日） 

市民参加及び市民との連携 第 6 条 

議員研修「議会広報について」開催（平成26年1月22日） 議員研修の充実強化 第 17 条 

第３回政策討論会開催（平成26年２月1日） 政策討論会 第 13 条 

｢歯科口腔保健の推進に関する条例（素案）｣に係る意見提案手続 

の実施（平成26年2月3日～14日） 

意見提案手続 第 8 条 

平成 26 年

３月議会 

予算特別委員会を設置し、新年度予算案件9件を付託、審査する。 委員会の運営 第 14 条 

正副委員長連絡協議会において、視察報告に係る改善事項（視察

報告書様式）を了承し、新年度より使用することを確認する。 

委員会の運営 第 14 条 

委員会提出議案第1号「所沢市歯科口腔保健の推進に関する条例

制定について」を可決（H26.3.31公布、H26.4.1施行） 

委員会の運営 第 14 条 

閉会中 議会報告会開催（平成26年5月14日・17日） 議会報告会 第 7 条 

 

 

 

３ 議会の活動状況 

項 目 ２５年度 ２４年度 比較 

議員提出議案 1３  件 16  件 ▲3 

付帯決議 ０  件 1  件 ▲1 

修正可決 0  件 0  件 0 

委員会提出議案 1  件 1  件 0 

委員会提言 0  件 0  件 0 

６月議会 傍聴者数 

本会議 １２８  人 273  人 ▲145 

委員会 ２  人 28  人 ▲26 

９月議会 傍聴者数 

本会議 １８９  人 208  人 ▲19 

委員会 ４  人 2  人 2 

１２月議会 傍聴者数 

本会議 １５４  人 91  人 63 

委員会 １５  人 3  人 12 

３月議会 傍聴者数 

本会議 １６２  人 265  人 ▲103 

委員会 １１  人 8  人 3 

 


